
屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 配 線

４．記入寸法は、一例を示す。

注意事項

２．アンカーボルトの種類、径、深さ等記入する。

中継ＴＢ

中継ＴＢ

高圧端子台

（切抜き）

ＣＨ

ＣＨ（切抜き）

Ｅ
Ｅ

しま鋼板ふた

高圧ケーブル用ピット
操作ケーブル
用ピット

ケーブル
ピット深さ

最大サイズ外径
×　６倍以上（低圧）

盤内ケーブル立上図

平面取付図

１２０ １２０

１２０

８
０

８
０

難燃性

又は鋼板　ｔ（２分割）

ピット詳細図（１０７）参照

高圧ケーブル用

（しま鋼板ふた）

操作ケーブル用ピット

ピット

合成樹脂板

Ｍ　アンカ－ボルト位置

３．ケーブル立上り箇所は、分割型底板をケーブルサイズに切り込み、通線後シーリング材等を充填する。

ケーブルブラケット

１．アンカーボルトの種類、径、打設本数等は、設計者の耐震条件をもとに耐震計算書を作成し選定する。

×１０倍以上（高圧）

１２０

Ｃ

Ａ

（単位　ｍｍ）

受 変 電 設 備 １０１



屋 外 キ ュ ー ビ ク ル の 基 礎

注意事項
２

Ａ部

Ａ部

本体チャンネルベース
（溝形鋼１００×５０×５ｔ）

キュービクル底板

アンカーボルト

前　　面

高圧
引出部

低圧
引出部

低圧
引出部

平　面　図

屋外キュービクル

本体チャンネルベース

アンカーボルト

１００～２００ｍ

２００以上
　６０
１００

ベタ基礎の場合

本体チャンネルベース

屋外キュービクル

アンカーボルト

１００～２００

以上

　６０
１５０

布基礎の場合

２００～２５０ｍ

砂利地業

捨コンクリート

捨コンクリート

砂利地業

シーリング材

高圧又は低圧ケーブル

難燃性合成樹脂板
２つ割りプレート

接地線

Ａ部詳細図

　５０～１００

　５０

１００

Ａ部詳細図

シーリング材

高圧又は低圧ケーブル２つ割り
ブランクカバー

Ａ部詳細図

　５５

１００

底板

シーリング材

高圧又は低圧ケーブル

　５５

１００

ベルマウス

波付硬質ポリエチレン管

波付硬質ポリエチレン管

２つ割り
ブランクカバー

ベルマウス

ゴムパッキン

ブッシング
クランプ

カラー

ブッシング

１．軟弱地盤（地耐力　　ｔ／ｍ　以下）及び盛土の場合は建築担当者と協議する。

２．基礎の上面に水溜りができないように勾配をとる。

３．基礎の埋設深さは　　以上とし、寒冷地の場合は凍結深度より深くする。

４．鉄筋の種類、ピッチ等は、建築担当者と協議する。

５．キュービクル内に雨水の吹上げ、虫・小動物の侵入を防止するため底板を設ける。

６．雨による土のはね返りの防止及び雑草の生育を抑えるため、基礎の周囲は砂利を敷くことが望ましい。

７．記入寸法は、一例を示す。

電線管を使用

ブッシングクランプを使用

ベルマウスを使用

底板

底板

（単位　ｍｍ）

受 変 電 設 備 １０６

１０５
Ａ部詳細図参照

１０５
Ａ部詳細図参照

１０５
Ａ部詳細図参照

ＧＬ

ＧＬ



３．アンカーボルト等屋外に露出する金属部分は防錆処理を行う。

注意事項

２．スラブの強度確認のため、盤及び基礎の重量、位置を明示し構造担当者の承認を得る。

自 立 盤 － （ ２ ）

（ 電 線 管 立 上 げ の 場 合 ）

１．基礎の高さは埋込及び箱抜きアンカーの必要埋込深さを考慮する。

ＦＬ

アンカーボルト

チャンネルベース

盤

基礎

プルボックス

電線

シール

サドル止め

ノーマルベンド 電線管

４０２盤 　 　 　 類



屋 上 キ ュ ー ビ ク ル 廻 り 配 置 図

２．高圧ケーブルと低圧ケーブルは別にする。

注意事項

　　屋上仕上げが露出防水の場合は、ゴムシートを設ける。

キュービクル基礎

アングル架台
（高圧ケーブル）

ケーブルラック
（低圧幹線ケーブル）

水勾配

金属製カバー

ハト小屋

ＰＣ枕木又は軽量ブロック

接着剤防水層

水切つば５０ｍｍ

防火区画処理

金属管

金属管高圧危険表示

無筋コンクリート

１．ケーブルラックの基礎は、ＰＣ枕木又は軽量ブロックと溶融亜鉛めっき仕上げの山形鋼とする。

３．キュービクル下部の防鳥ネット及び点検用踏み台等については、１０５図「屋上設置キュービクルの基礎」を参照する。

屋根形カバー

ケーブルラック金属管 支持金具

ＰＣ枕木又は軽量ブロック

屋 上 ・ 屋 外 配 線 １００２

キュービクル



アンカーボルト　Ｍ１２

ライナー　ＳＵＳ製

注意事項
１．架台はアンカーボルトで基礎に堅固に据付ける。

２．ベース材と基礎との間に高さ調整用のライナー（ＳＵＳ製）等を使用し水平に固定する。

３．架台は、Ｃ種接地（開放電圧が３００Ｖを超える場合）又はＤ種接地（開放電圧が３００Ｖ以下の場合）のアースをとる。

１２０６ 陸 屋 根 架 台 の 設 置 － （ ２ ）太 陽 光 発 電 設 備

４．架台の部材は、積雪荷重や風圧力に耐えるものを選定する。
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